
綾町成人式 （1月3日撮影）　1月3日成人式が行われ、振り袖やスーツに身を包んだ新成人たちが、晴れやかな表情で大人としての一歩を踏み出した。 
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綾町  
人口  
の  

男 
女 
総　数 
世帯数 

転入 
転出 

15 
11

出生 
死亡 

6 
7

3,400 
3,876 
7,276 
2,887

（－ 3 ） 
（＋ 6 ） 
（＋ 3 ） 
（＋ 2 ） 

※（　　）は前月比 
　現住人口調査1月1日現在 
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新
た
な
誓
い
を
胸
に

　
１
月
３
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
、
綾
町
成

人
式
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
男
性
30
人
、

女
性
38
人
、
計
68
人
の
新
成
人
が
出
席
し
、

新
た
な
決
意
を
胸
に
、
成
人
と
な
る
記
念
す

べ
き
日
を
迎
え
た
。 

　
こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
、
色
と
り
ど
り
の

振
袖
・
袴
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
会
場
入

り
口
に
集
い
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間

と
の
会
話
を
弾
ま
せ
、
カ
メ
ラ
を
手
に
記
念

撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

　
式
は
、
地
元
の
若
人
協
議
会
「
や
ま
び
こ
」

の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
、
各
地
区
の
公
民 

館
長
、
各
民
主
団
体
の
代
表
者
を
は
じ
め
、

参
加
者
の
家
族
、
学
校
関
係
者
な
ど
多
く
の

人
も
参
加
し
新
成
人
を
祝
っ
た
。 

　
式
は
、
町
民
憲
章
の
朗
読
か
ら
は
じ
ま
り
、

そ
の
後
、
成
人
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

今
年
も
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ス
ク
リ
ー
ン
映

象
（
授
与
さ
れ
る
本
人
の
写
真
な
ど
）
と
と

も
に
証
書
が
渡
さ
れ
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、

懐
か
し
い
小
中
学
生
の
写
真
や
家
族
と
の
写

真
が
写
さ
れ
た
。 

　
証
書
授
与
の
後
は
、
前
田
町
長
が
「
こ
れ

か
ら
は
、
自
ら
が
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
行

動
範
囲
を
広
げ
、
優
れ
た
知
性
を
基
に
創
意

多くの振袖やスーツ姿の新成人で会場周辺は賑わった 答辞を読み上げる新成人代表、中原隆宏さん（古屋地区出身） 
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★成人式を迎えて 

　自分の行動に責任を持ち、未
来に向かってて歩んでいきます。
今後社会貢献活動にも参加した
いと思います。 
 
両親へのメッセージ 

　今まで本当にお世話になりま
した。これからは、しっかりと
自分の力で生活していくので安
心して見守ってください。 
 
 
 
★成人式を迎えて 

　今まで以上に行動・言動に責
任を持ち一人の成人として、郷
土綾町の発展のために少しでも
力になれるように頑張りたいと
思います。また、常に「感謝」
の気持ちを忘れないよう毎日を
努力していきます。 
 
両親へのメッセージ 

　お父さん、お母さん、今まで
ありがとうございます。まだま
だ未熟な私たちなので、これか
らも温かく見守り支えてくださ
い。よろしくお願いします。 

井手上 幸二郎 
（杢道地区） 

垂水　綾華 
（宮原地区） 

工
夫
さ
れ
、
自
己
表
現
に
向
け
て
限
り
な
い

努
力
を
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
」
と
式
辞
。

今
年
、
登
録
が
期
待
さ
れ
る
「
綾
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
」、
綾
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か

し
た
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
も
触
れ
な
が

ら
新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。
続

い
て
、
来
賓
の
福
山
教
育
委
員
長
、
大
隈
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
最
後
に
、
若
人
協
議
会

「
や
ま
び
こ
」
を
代
表
し
て
、
会
長
の
中
原
弘

幸
さ
ん
（
北
麓
地
区
）
が
「
や
ま
び
こ
」
の

紹
介
と
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
古
屋
地

区
出
身
の
中
原
隆
宏
さ
ん
が
、「
私
た
ち
は
現

在
ま
で
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
町
民
の

皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
先
、
社
会
に
出

て
い
く
中
で
い
ろ
い
ろ
と
つ
ら
い
事
や
悩
む

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
今
日

一
緒
に
成
人
を
迎
え
た
仲
間
た
ち
と
助
け
合

い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
新
た
な
誓
い
を
胸
に
答
辞
を
読
み
上
げ

た
。 

　
式
終
了
後
は
、
お
祝
い
の
た
め
参
加
し
て

い
た
、
小
中
学
校
時
代
の
担
任
の
先
生
方
が

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
一
人
ず
つ
、
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。
当
時
の
卒
業
文
集

を
読
み
上
げ
る
先
生
も
い
て
会
場
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
全
て
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
終
了
し
た
。 

　
新
成
人
者
は
、
そ
の
後
、
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
影
し
綾
て
る
は
の
森
の
宿
で
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
に
参
加
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、
小
学
校
６
年
生
当
時
に
思

い
出
の
品
を
納
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開

け
、
当
時
の
作
文
・
習
字
な
ど
の
作
品
や
通

学
帽
な
ど
を
手
に
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
納

め
ら
れ
て
い
た
、
自
分
あ
て
の
手
紙
を
読
み

懐
か
し
い
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
い

た
。 

　
こ
の
日
、
多
く
の
新
成
人
者
た
ち
が
、
未

来
に
希
望
と
夢
を
抱
き
大
人
の
仲
間
入
り
を

す
る
と
と
も
に
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 

◆
　
　
　
　
　
◆ 

　
彼
ら
は
こ
れ
か
ら
の
綾
町
に
期
待
し
、
深

い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
期
待
に
応
え
、

将
来
、「
綾
町
に
定
住
し
た
い
」
と
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。 

　成人式の集合写真ができあがりました。申し
込みしている方は領収書を持って、教育委員会
までお越しください。 
　綾町以外にお住まいの新成人は、ご家族が代
理で受け取ることができます。（領収書を紛失し
た人は下記へご相談ください） 
 
写真受取期間：2月1日（水）～2月29日（水） 
 
　　問合せ先：綾町教育委員会　社会教育課 
　　　　　　　TEL 0985-77-1183

1.新成人から集められた「ふるさと協力金」が成人式実行委員会より
綾町へ贈呈された。 ／ 2.祝辞を述べた綾町若人協議会の中原会長 ／
3.新成人参加者が小学生の頃の卒業文集を読み上げる恩師の先生。 

3 2 1
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【綾町操法大会】 

  優　勝  

  第２位 

  第３位 
　 

【　表　　彰　】 

県知事表彰 

  第１部 
　 

県知事感謝状 

  内  助  の  功 
　 

県消防協会長表彰 

  第４部 

  第２部 

  第５部 

  第６部 
　 

県消防協会長感謝状 

  内  助  の  功 

第２部 

第６部 

第５部 

揚町・立町・宮谷・二反野 

杢道・割付・尾立・竹野 

麓・北麓・久木野々 

平　山　　誠 

黒　木　美恵子 

永　田　博　香 

福　満　憲　一 

西　郷　竜　一 

田　中　直　樹 

西　郷　真　雄 

部 長 

部 長 

部 長 

部 長 

部 長 

功績章 

精績章 

〃 

〃 

消
防
始
め
式
開
催
「
第
２
部
優
勝
」 

 

　
新
春
恒
例
の
消
防
始
め
式
が
、
１
月
７

日
、
南
川
三
本
松
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
。 

　
当
日
は
、
清
水
道
雄
団
長
以
下
一
七
〇

人
が
、
防
災
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
、
早

朝
か
ら
町
の
中
心
部
を
パ
レ
ー
ド
、
そ
の

後
、
会
場
入
り
し
、
服
装
、
姿
勢
、
規
律
な

ど
の
通
常
点
検
を
受
け
、
発
水
競
技
に
臨

ん
だ
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
第
２
部
が

見
事
優
勝
し
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
競
技
終
了
後
は
、
消
防
車
９
台
に
よ
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
会
場
に
来
て
い
た

多
く
の
町
民
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。 

　
ま
た
こ
の
日
、
会
場
で
は
、
綾
町
赤
十

字
奉
仕
団
（
柿
内
委
員
長
・
28
人
）
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
、
豚
汁
・
お
に

ぎ
り
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。 

 

★
綾
町
消
防
団
で
は
２
月
３
日
ま
で
防
火
夜

警
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空
気
が
大
変
乾
燥

し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

  

綾
町
消
防
団
員
募
集 

 

　
女
性
消
防
団
員
を
含
む
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
！ 

ぜ
ひ
、
地
域
防
災

の
た
め
に
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。 

 　
◆
問
合
せ
先
◆ 

　
　
　
総
務
税
政
課
消
防
管
財
係 

　
　
　
　
1
七
七
―
一
一
一
二 

●●

発水操法で見事優勝した第２部 早朝より中央通りをパレードした消防団員 

綾町赤十字奉仕団による炊き出しの様子 決意を新たに望んだ一斉放水 
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～ 宮崎県市町村対抗駅伝競走大会＆綾町新春子ども駅伝大会結果 ～ 

第
45
回 

綾
町
新
春
子
ど
も
駅
伝
大
会
記
録 

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
１
月
９
日
、
宮
崎
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
す
る
12
区
間
３
９
．６
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。 

　
今
回
は
小
学
生
女
子
の
区
間
が
新
た
に
２
区
間
新
設

さ
れ
、
綾
町
か
ら
出
場
し
た
選
手
全
員
は
、
健
闘
し
、

全
区
間
完
走
し
た
。 

 

★
大
会
結
果 

●
町
村
の
部
　
第
10
位
（
20
チ
ー
ム
中
） 

●
総
合
の
部
　
第
24
位
（
36
チ
ー
ム
中
） 

 

　
１
月
８
日
、
新
春
恒

例
の
「
第
45
回
綾
町
新

春
子
ど
も
駅
伝
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。 

　
今
年
は
各
地
区
よ
り

15
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

健
脚
を
競
っ
た
。
大
会

当
日
は
快
晴
で
あ
っ
た

が
、
気
温
が
低
く
、
非
常

に
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ

く
街
の
中
を
走
り
抜
い

た
。 

順位 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

健闘賞 

躍進賞 

地区名 

南　麓 

宮　原 

四　枝 

古　屋 

神下A 

麓 

杢  道・割  付 

西中坪 

上　畑 

神下B 

昭　和 

揚　町 

東中坪 

宮  谷・二反野 

北　麓 

北　麓 

四　枝 

タイム 

37：31 

37：37 

38：02 

38：13 

38：52 

39：34 

40：12 

40：31 

40：34 

40：35 

41：03 

42：00 

43：22 

43：38 

45：14

第2回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会に出場した綾町の選手のみなさん 

第１位　南麓地区 第２位　宮原地区 第３位　四枝地区 

第
２
回 

宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 
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　平成23年中（平成23.1.1～平成23.12.31）の収入に基づく住民税の申告を、
2月16日（木）から３月15日（木）の期間に行います。この申告によって、住民税
の計算を行うばかりでなく、国民健康保険税を計算する資料としても使われます。
また、申告されなかった場合は、保育所入所、公営住宅の入居、介護保険、奨学資
金貸付などに必要な証明書の発行ができない場合があります。申告もれのないよ
うに必ず期限内に申告しましょう。 

申告しなければならない人 
 

　平成24年１月１日現在、町内に住んでいるすべての人は、収入の有無にかかわらず、住民税申告が必要です。 

　ただし、前年中（平成23年1月～12月）の所得が給与所得のみで年末調整を済まされた人や平成23年分

の確定申告書を税務署に提出される人は、申告の必要はありませんが、次に該当する人は申告が必要です。 

　◇給与所得以外に所得があった人 

　◇給与所得の人でも、医療費控除や雑損控除を受けようとする人 

 

移動申告受付をご利用ください 
 

　移動申告受付を申告受付日程表のとおり行います。該当する日時に必要書類をご持参のうえお越しくださ

い。なお、申告期間の後半は混雑が予想されます。都合のつく方は地区指定の期日に申告してください。申告

時に必要なものは、次のとおりです。 

①所得の決定、経費の算定に必要な書類 （帳簿・源泉徴収票・経費の領収書・固定資産税の納税通知書など） 

②生命保険、企業年金、地震保険、障害保険支払証明書、　国民年金・国民健康保険税納入証明書 

③印鑑、国民健康保険証 

※国民年金及び国民健康保険税等の納入証明の提示、もしくは添付が必ず必要です。 

 
日曜日に申告相談会場を開設します 
 

　3月4日と11日の日曜日に限り、申告相談会場を開設します。 

　時　間　午前９時～11時／午後1時30分～４時 

　場　所　役場ロビー会議室 

※日曜日受付については、例年２月の第３・第４日曜日を予定しておりますが、今年は３月の上記日時に変更しております。 

　お間違えのないよう、ご注意ください。 

※当日は、混雑も予想されるため、主に、平日お勤め等で来られない方を対象に受付を行いますので、ご協力をお願いします。 

 
所得税の寄附金税額控除のお知らせ 
 

　平成23年中に綾町内の社会福祉法人のうち、綾町社会福祉協議会に2千円以上の寄附を行った方は、2千

円を超える部分の金額について、所得税の寄附金税額控除を受けることができます。控除を受けられる方は、

申告の際に綾町社会福祉協議会が発行する証明書を持参してください。 

 

税の申告はお早めに ～ 住民税の申告が近づきました ～ 
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◆◆◆◆◆ コンビニ収納が４月から始まります ◆◆◆◆◆  

　平成24年4月以降に発送する納付書で、町税、水道料、保育料、住宅使用料、介護保険料、後
期高齢者医療保険料のコンビニエンスストア（以下、「コンビニ」）での納付が可能となります。 
　これまで皆さんが利用していた金融機関や役場窓口に加えて、町内にあるコンビニはもとより、
全国のコンビニで365日、24時間いつでも納付でき、手数料もかかりません。 

＊ただし、金額等によりコンビニで取り扱いできないものがあります。 
　例）納付書１枚30万円を越えるもの等 

2問合せ先・・・総務税政課収納係　７７－１１１３　 

カリーノ宮崎（9階）に確定申告センターを開設 

　確定申告センターでは、所得税・消費税・贈与税等の申告に関する記載相談、申告の
受付を行います。 
 

【開　設　期　間】　２月16日（木）～3月15日（木） 
土・日曜日は除きます。ただし2月19日（日）、2月26日（日）は、確定

申告用紙の配布、記載相談及び申告書の受付を行います。 

【相談等受付時間】　午前9時～午後4時 
【　会　　　場　】　カリーノ宮崎（9階）　住所：橘通東4－8－1（宮崎中央郵便局横） 
 
※確定申告書の控に税務署の受付印が必要な場合は、申告書提出の際に、控も提示してください。 
　後日、申告書の控のみをお持ちいただいても、押印できませんのでご注意ください。 
※無料駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。 

2/16（木） 

2/17（金） 

2/20 

 

2/21 

 

2/22 

 

2/23 

 

2/24 

 

2/27 

 

2/28 

2/29 

 

3/1 

 

3/2 

 

3/4 

 

3/5 

 

3/6 

 

3/7 

 

3/8 

 

3/9 

 

3/11 

 

3/12 

 

3/13 

 

3/14 

 

3/15

広沢・倉輪･釜牟田 

竹　野 

久木野  々

二反野 

杢　道 

上　畑 

中　堂 

宮　谷 

昭和・割付 

尾　立 

四　枝 

古　屋 

宮　原 
 

北　麓 

麓 

麓 
 

立　町 

東中坪 

揚　町 

 

全地区対象 

 

神　下 

 

西中坪 
 

南　麓 

 

全地区対象 

 

全地区対象 

 

全地区対象
 

 

 

 

 

全地区対象 

倉輪公民館 

竹野公民館 

久木野々公民館 

二反野公民館 

杢道公民館 

上畑公民館 

役場会議室 

宮谷公民館 

役場会議室 

尾立公民館 

役場会議室 

尾原公民館 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

9:30 

9:30 

9:30 

13:30 

9:30 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30 

9:00 

13:30

10:30 

10:30 

10:30 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00

 
 

（月）
 
 

（火） 

 

（水） 

 

（木） 

 

（金） 

 

（月） 

 

（火） 

（水） 

 

（木） 

 

（金） 

 

(日) 

 

（月） 

 

（火） 

 

（水） 

 

（木） 

（金） 

 

（日） 

 

（月） 

 

（火） 

 

（水） 

 

（木） 

役
　
　
場
　
　
会
　
　
議
　
　
室 

役
場
会
議
室 

日付 地区名 受付時間 場　所 日付 地区名 受付時間 場所 日付 地区名 受付時間 場所 

平成23年分　所得税・住民税申告受付　日程表 

役
　
　
場
　
　
会
　
　
議
　
　
室 

税務署 
からの 
お知らせ 
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
農
地
の
賃
借
料
の
お
知
ら
せ 

 

　
農
業
委
員
会
で
は
、　
農
地
の
賃
借
料

を
下
記
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
賃
借
料
は
、
一
応
の
目
安
で
あ
り
、

実
際
に
契
約
す
る
場
合
に
は
、
両
者
の
話

し
合
い
で
適
当
な
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。 

賃 

借 

料
　
　
　(

円
／
10
ａ
当
た
り) 

　
　
　
農
地
の
区
分
　
　
　
　  

金
　
額 

　
　
田
（
耕
地
整
理
等
済
） 

田
　
田 

　
　
施
設
園
芸 

　
　
葉
た
ば
こ 

畑
　
普
通
畑 

　
　
葉
た
ば
こ 

（
貸
し
手
側
が
賦
課
金
を
負
担
し
て
い
る
場
合
） 

 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
参
加
者
募
集 

 

　
毎
月
５
日
と
15
日
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
の
日
」
と
し
ま
し
て
、
町
民
向
け
の

セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
低
料
金
で
の
開
催
で
す
。 

　
ご
家
族
で
の
参
加
や
職
場
、
地
域
か
ら

の
団
体
参
加
も
大
歓
迎
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
ご
相
談
の
上
変
更
も
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 【
内
容
及
び
定
員
】 

・
Ａ
コ
ー
ス
（
川
中
公
園
コ
ー
ス
）
…
…
20
名 

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
護
国
神
社
周
辺
コ
ー
ス
）
…
10
名 

【
集
合
場
所
】　
綾
町
役
場
裏
駐
車
場 

【
時
　
間
】　
９
時
30
分
〜
12
時 

【
参
加
料
】　
一
人
　
５
０
０
円 

 
　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
セ
ラ
ピ
ー
は

開
催
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
日

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

　
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
（
直
通
） 
 

　
農
林
振
興
課
内 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇
（
長
峰
ま
で
） 

  

　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を 

　
予
防
す
る
た
め
に 

 

　
２
０
１
０
年
秋
か
ら
１
１
年
春
に
か
け

て
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
本

県
を
含
め
全
国
９
県
24
例
の
発
生
が
あ
り
、

ま
た
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
現
在
も

散
発
的
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

シ
ー
ズ
ン
も
発
生
の
危
険
性
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
伝
染
病
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
飼
育
し
て
下

さ
い
。 

 

屋
外
で
鶏
を
飼
わ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ 
 

●
え
さ
箱
や
水
飲
み
場
に
、
野
鳥
を
近
づ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
飼
育
小
屋
へ
の
出
入
時
は
、
靴
底
の
洗

浄
・
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
湖
や
池
な
ど
で
の
放
し
飼
い
は
自
粛
し

ま
し
ょ
う
！ 

●
鶏
の
世
話
を
し
た
後
は
、
手
洗
い
・
う

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
飼
育
し
て
い
る
鶏
は
、動
物
愛
護
の
観
点

か
ら
責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
！ 

※
鶏
を
捨
て
る
（
放
置
す
る
）
と
法
律
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

●
鶏
に
異
常
（
続
け
て
死
亡
し
た
、
首
が

曲
が
っ
て
き
た
等
）
が
あ
る
と
き
は
、

以
下
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
！ 

①
直
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
す

る
。（
1
〇
九
八
五
―

七
三
―

一
三
七
七
） 

②
飼
育
小
屋
か
ら
鳥
・
卵
な
ど
を
出
さ

な
い
。 

●
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
は
、

家
畜
保
健
衛
生
所
も
し
く
は
役
場
農
林

振
興
課
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
　
1
（
〇
九
八
五
）
七
三
―
一
三
七
七 

　
綾
町
役
場
農
林
振
興
課 

　
　
1
（
〇
九
八
五
）
七
七
―
〇
一
〇
〇 

　
宮
崎
県
中
部
農
林
振
興
局 

　
　
1
（
〇
九
八
五
）
二
六
―
七
二
八
〇 

 

　
害
虫
防
除
の
た
め
に 

　
一
斉
除
草
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

  

『 

１
月
29
日
は 

一
斉
除
草
の
日 

』 
 

　
綾
町
内
で
は
、
き
ゅ
う
り
の
黄
化
え
そ

病
（
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
）
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
き
ゅ
う
り
生
産
者
に
と
っ
て
は
危

機
的
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
病
気
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
（
通
称
／
ス

リ
ッ
プ
ス
）
と
い
う
害
虫
に
よ
り
広
が
り

ま
す
が
、
雑
草
は
、
そ
の
害
虫
の
住
み
か

が
病
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
除
草
対
策
が

非
常
に
重
要
で
す
。 

　
現
在
、
定
期
的
な
除
草
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
時
期
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
十
分
な

効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
度
、

畦
焼
き
日
に
合
わ
せ
て
、
町
内
で
一
斉
除

草
の
日
を
定
め
て
実
施
す
る
こ
と
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
地
域
の
環
境
美
化
に
も
繋
が
り
ま
す
の

で
、
町
を
挙
げ
て
の
一
斉
除
草
の
日
に
、

近
隣
や
所
有
地
等
の
除
草
に
皆
さ
ん
の
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
三
、
〇
〇
〇 

一
〇
、
〇
〇
〇 

四
五
、
〇
〇
〇 

三
五
、
〇
〇
〇 

一
〇
、
〇
〇
〇 

一
八
、
〇
〇
〇 

毎月20日は 
「県内一斉消毒の日」 
畜舎等の消毒を  
徹底しましょう！ 
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【 一般書 】 
赤ちゃんが大好きな絵本 
平清盛　王朝への挑戦 
農家に教わる暮らし術 
ラテアート＆デザインカプチーノLESSON 
東京ディズニーランド完全ガイド 
私闘なり、敵討ちにあらず 
虚空の冠　上・下 
水の柩 
境遇 
かわいそうだね？ 

【 児童書 】 
ずかんプランクトン 
奇跡の母子犬 
なでしこジャパン　 
またおいで　　 もりやま みやこ/作 
モーグルビート　　工藤　純子/作 
バスがくるまで 
さあ、とんでごらん 

お す す め の 本  お す す め の 本  ※他にもたくさんの本が入っています 

佐藤 雅美／著 

楡　周平／著 

道尾 秀介／著 

湊 かなえ／著 

綿矢 りさ／著 

てるは 
図書館 
77-0180

読
書
感
想
画
・
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
展 

 

　
綾
町
の
各
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
読
書
感

想
画
・
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
感
想
画
（
保
育
所
・
幼
稚
園
児
が
対
象
）

の
全
応
募
作
品
、
感
想
文
（
小･

中
学
生
が

対
象
）
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

　
大
人
と
は
違
う
感
受
性
や
表
現
力
に
驚

く
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
感
想
文
の
入
賞
者
は
公
民
館
大

会
に
お
い
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。 

 展
示
期
間
　
２
月
２
日（
木
）
〜
26
日（
日
） 

（
図
書
館
の
休
館
日
を
除
く
） 

展
示
場
所
　
図
書
館
中
央
展
示
ス
ペ
ー
ス 

２
０
１
１
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

 

　
２
０
１
１
年
に
よ
く
売
れ
た
本
の
一
覧

で
す
。（
ト
ー
ハ
ン
調
べ
） 

　
ド
ラ
マ
化
・
映
画
化
さ
れ
た
本
、
レ
シ

ピ
本
の
火
付
け
役
に
な
っ
た
本
、
サ
ッ
カ

ー
選
手
の
書
い
た
本
な
ど
が
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。 

　「
気
に
な
っ
て
い
た
け
ど
、
読
ん
で
い
な

い
な
」
と
い
う
本
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

こ
の
本
い
か
が
？
„
旬
“
の
本 

 『
に
ん
き
も
の
の
ひ
け
つ
』（
児
童
書
） 

森
　
絵
都
／
文 

 こ
ま
つ
く
ん
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
27
個
も
ら
っ
た
。
ぼ

く
は
こ
ま
つ
く
ん
の
人
気
の
ひ
け
つ
を

さ
ぐ
る
こ
と
に
し
た
。 

 

『
太
巻
き
祭
り
ず
し
新
作
フ
ル
レ
シ
ピ
集
』 

龍
崎 

英
子
／
著
　
　
杉
崎 

幸
子
／
著 

 今
年
の
節
分
は
、
恵
方
巻
き
の
代
わ
り
に

切
り
口
か
ら
き
れ
い
な
花
や
動
物
が
現

れ
る
太
巻
き
寿
司
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

■ 

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す 

■ 

 

　
蔵
書
点
検
（
図
書
館
内
に
あ
る
全
て

の
資
料
を
点
検
し
、
不
明
に
な
っ
て
い

る
資
料
が
な
い
か
確
認
す
る
作
業
）
の

た
め
、
休
館
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
パ
ソ
コ
ン
機
器
類
の
入
替

も
同
時
に
行
う
た
め
、
例
年
よ
り
休
館

期
間
が
長
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 　 

期
　
日
　
３
月
12
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
22
日
（
木
） 

  

　
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

18
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分 

「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー  

赤
ち
ゃ
ん
は
い
い
な
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

 　
月
の
休
館
日 

１
日
（
水
）・
毎
週
月
曜
日
　 

 

2 2

図書館まつり 
1月29日（日）  
詳しくは広報１月号を 
ご覧ください 

東川　篤哉 

タ ニ タ  

タ ニ タ  

長谷部　誠 

岩崎　夏海  
近藤麻理恵 

齋藤　智裕 

柴田　トヨ 

曽野　綾子 

東川　篤哉 

１位 
２位 
３位 
４位 

５位  
６位 
７位 
８位 
９位 
10位 

謎解きはディナーのあとで 
体脂肪計タニタの社員食堂  
続・体脂肪計タニタの社員食堂  
心を整える。 
 

 
人生がときめく片づけの魔法 
KAGEROU 
くじけないで 
老いの才覚 
謎解きはディナーのあとで2

もし高校野球の女子マネージャーが 
ドラッカーの『マネジメント』を読んだら 

書　　名 著者名 

/著 

/著 

/著 

/著 

/著 　 

/著 

/著 

/著 

/著 

/著 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

1
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
豆
ま
き 

　 み
ん
な
の
健
康
を
願
っ
て
豆
ま
き
を
し
ま
し

ょ
う
。 

か
わ
い
い
赤
鬼
さ
ん
も
遊
び
に
来
る
か
も
？ 

 

 

9
日
（
木
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　「
お
は
な
し
隊
」
の
キ
ャ
ラ
バ

　
　
　
　
ン
カ
ー
や
っ
て
来
る
！ 

　 キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
絵

本
が
・
・
・
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
お
楽

し
み
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
機
会
に
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

15
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
ひ
な
人
形
作
り 

　 ひ
な
祭
り
に
手
作
り
の
お
ひ
な
様
を
飾
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

材
料
は
準
備
し
ま
す
。 

 
22
日
（
水
）
誕 

生 

会 
　 時

　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
2
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

　
子
ど
も
に
ス
ト
レ
ス
は
無
縁
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
子
ど
も
も
子
ど
も
な
り
の
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。 

　
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
理
解
で

き
な
い
の
で
、
お
と
な
の
よ
う
に
自
分
で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
庭
で

た
く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
、
そ
し
て
規
則
正
し
い

健
康
的
な
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス

は
自
然
に
解
消
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
う
ま
く
ス
ト
レ
ス
を
解

消
で
き
る
環
境
や
生
活
リ
ズ
ム
が
保
た
れ
て
い
な

い
状
況
が
長
く
続
く
と
、
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
さ
れ
、

や
が
て
は
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
体
の
症
状
や
行
動
と
な
っ
て
表
れ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
と
し
て
よ
く
見
ら

れ
る
も
の
に
は
、
指
し
ゃ
ぶ
り
や
つ
め
か
み
、
チ

ッ
ク
、
ど
も
り
、
腹
痛
や
下
痢
、
睡
眠
障
害
、
頻
尿
、

お
も
ら
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
あ
か
ち
ゃ
ん
返
り

で
急
に
甘
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し

た
よ
う
す
で
乱
暴
な
言
動
が
増
え
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
、
自
分
で
髪
を
引
っ
ぱ
っ
て
抜
い
て
し
ま

う
な
ど
の
自
傷
的
な
行
為
が
表
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

　
自
分
で
は
ま
だ
心
の
ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
。
心
に
深
刻
な
傷
を
残
さ
な
い
よ

う
に
、
身
近
に
い
る
お
と
な
が
、
い
ち
早
く
そ
の

ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

わくわく広場～お正月遊び「凧作り」 

（
杢
道
地
区
）

（
昭
和
地
区
）

（
宮
谷
地
区
）

（
宮
原
地
区
）

（
中
堂
地
区
） 

（
宮
原
地
区
） 

（
二
反
野
地
区
） 

（
宮
原
地
区
） 

（
二
反
野
地
区
） 

平
成
23
年
12
月
12
日
生 

平
成
23
年
12
月
13
日
生 

平
成
23
年
12
月
13
日
生 

平
成
23
年
12
月
14
日
生 

平
成
23
年
12
月
15
日
生 

平
成
23
年
12
月
25
日
生 

平
成
23
年
12
月
26
日
生 

平
成
23
年
12
月
30
日
生 

平
成
24
年
1
月
2
日
生 

1
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、出
生
届
提
出 

　
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

き
た
　 

の
　
　
あ
る
　
と 

た
け
　
な
か
　
あ
い
　 

る 

 

き
　 

む
ら
　 

と
う
　 

か 

な
が
　
と
も
　 

ゆ
　
　
あ 

ま
え
　 

だ
　  

な
お
　 

き 

 

き
　
　
の
　 

れ
い
　  

な 

ふ
ち
　
も
と
　
た
い
　 

じ 

か
わ
　
か
み
　 

ゆ
　
　
あ 

な
り
　 

た
　 

て
る
　
ひ
さ 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

 



地
区 

日
付 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

1 

2 
 

3 

6 

7 

8 

9 
 

10 

13 

14 

15

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（木） 

 

（金） 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

16 
 

17 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

27 

28 

29

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 

※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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日付 時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
） 

と
　
き
　
2
月
8
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
2
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
　 

歳
児
健
康
診
査 

と
　
き
　
２
月
16
日
（
木
） 

対
　
象
　
平
成
20
年
６
・
７
・
８
月
生 

　
　
　
　
お
よ
び
未
受
診
者 

 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
２
月
24
日
（
金
）
午
後
７
時
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫 

 

◎
幼
児
歯
科
健
診 

と
　
き
　
2
月
27
日（
月
）午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
平
成
20
年
12
月
生 

　
　
　
平
成
21
年
１
・
６
・
７
・
12
月
生 

　
　
　
平
成
22
年
１
・
12
月
生 

　
　
　
平
成
23
年
１
月
生 

　 ※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

   

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て 

 

　
綾
町
で
は
１
年
以
上
町
内
に
お
住
ま
い

の
方
に
一
般
不
妊
治
療
費
（
検
査
・
治
療
・

手
術
・
人
工
授
精
）
及
び
特
定
不
妊
治
療

費
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 [

一
般
不
妊
治
療
費
助
成] 

　
年
度
上
限
10
万
ま
で
、助
成
期
間
２
年
度 

 [

特
定
不
妊
治
療
費
助
成] 

　
宮
崎
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
交

付
決
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
自
己

負
担
額
か
ら
宮
崎
県
の
助
成
金
を
差
し
引

い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。
１
回
の
治
療
費

に
つ
き
10
万
ま
で
、
一
年
度
あ
た
り
二
回

を
限
度
に
通
算
５
年
度
ま
で 

　
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 ＊
今
年
度
の
申
請
は
平
成
24
年
３
月
ま
で
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
一
般
不
妊
治
療
費

の
場
合
は
平
成
23
年
３
月
か
ら
平
成
24

年
２
月
分
ま
で
の
検
査
費
用
や
治
療
費
が

該
当
し
ま
す
。） 

   

フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
を
受
診
し
よ
う
！ 

 

　
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
々
を
対
象
に

健
診
を
行
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防

は
早
く
始
め
る
こ
と
が
有
効
な
た
め
、
綾

町
で
は
若
い
方
々
の
健
診
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
御
自

分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
受
診
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
込
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
３
月
16
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
８
時
15
分
〜 

対
　
象
　
町
内
在
住
の
20
歳
〜
39
歳
の
方 

料
　
金
　
５
０
０
円 

内
　
容
　
問
診
、
身
体
測
定
、
身
体
診
察
、

　
　
　
　
血
圧
、
血
液
検
査
等 

申
込
先
　
健
康
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
1
七
七
―
〇
一
九
五 

 

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
健
診
日
前
に
問
診

　
票
等
を
送
付
し
ま
す
。 

 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

16（木） 

24（金） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

金 
火 
水 
月 
火 
火 
水 
木 

3 
7 
8 
13 
14 
14 
15 
16

金 
月 
火 
火 
水 
木 
金 
火 

17 
20 
21 
21 
22 
23 
24 
28

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

西中坪 
立　町 
二反野 
宮　原 
東中坪 
北　麓 
杢　道 
尾　立 

古　屋 
中　堂 
四　枝 
南　麓 
宮　谷 
神　下 
揚　町 
麓 

3.6
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Information
   

　 　
綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
大
会
終
了
後
、
福
祉
バ
ザ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
益
金
は

社
会
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

バ
ザ
ー
用
品
受
付 

　
２
月
10
日
（
金
）
ま
で 

受
付
窓
口 

役
場
福
祉
保
健
課 

　
　
　
　
　
　
1
七
七
―
一
一
一
四 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里 

　
　
　
　
　
　
1
七
七
―
三
〇
六
六 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
1
七
七
―
二
〇
〇
五 

高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
1
七
七
―
一
一
三
三 

 

（ 

綾
町
役
場
福
祉
保
健
課 

） 

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　 

  

　
防
災
無
線
（
戸
別
受
信
機
）
は
緊
急
時･

非
常
時
に
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
情
報
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。 

　
雑
音
が
し
た
り
電
源
が
入
ら
な
か
っ
た

り
と
利
用
で
き
て
な
い
受
信
機
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
窓
口
ま
で
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
無
償
に
て
修
繕
し
ま
す
。 

　
万
全
の
状
態
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

※
災
害
時
・
緊
急
時
に
緊
急
放
送
を
流

し
ま
す
の
で
、
無
線
機
の
電
源
は
常

時
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
額
な

外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額
適
用

認
定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提
示
す
れ

ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の

支
払
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。 

　
70
歳
未
満
の
方
と
70
歳
以
上
の
非
課
税

世
帯
等
の
方
は
、
事
前
に
医
療
保
険
者
か

ら
限
度
額
認
定
証
等
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
加
入

の
医
療
保
険
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
福
祉
保
健
課
） 

 

　
綾
町
の
公
共
下
水
道
は
、
今
年
で
供
用

開
始
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

　
今
回
新
た
に
、
図
に
示
す
範
囲
（
神
下

地
区
の
一
部
）
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
下

水
道
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
町
の
住
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
早
め
の
加
入
（
接
続
）
を
ご

検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

            

※
な
お
、
現
在
ま
だ
下
水
道
に
未
加
入
の
お

宅
を
対
象
に
、
加
入
推
進
の
た
め
の
個
別

訪
問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
節
は

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

　
平
成
24
年
１
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。 

と
　
き
　
２
月
23
日
（
木
）
か
ら 

　
　
　
　
３
月
８
日
（
木
）
ま
で 

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

と
こ
ろ
　
役
場
３
階 

選
挙
管
理
委
員
会
室 

 

※
縦
覧
希
望
の
方
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
一
二 

 

　
２
月
の
水
質
検
査
は
、
２
月
28
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
27
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

  

と
　
き
　
２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜 

と
こ
ろ
　
松
原
運
動
公
園 

 

★
訓
練
後
に
一
般
見
学
が
可
能
で
す
。
子

ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
是
非
見
学
し
て
く

だ
さ
い
。 
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Information
  

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、 

①
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る 

②
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い 

③
相
談
し
て
み
た
が
、説
明
に
納
得
が
い
か
な
い 

④
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い 

等
が
、
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
次
の
と
お
り
、
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
２
月
24
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館
２
階
　
会
議
室 

相
談
員
　
福
留
　
清
人 

 

※
な
お
、
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評
価

事
務
所
（
1
〇
九
八
五
―
二
四
―
一
一
〇
〇
）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

（
総
務
税
政
課
） 

  

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
、
心
配
ご
と

が
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。 

 

と
　
き
　
２
月
24
日(

金) 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館 

担
当
者
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
日

 

通
夫 

　
　
　
　
宮
崎
地
方
法
務
局
　
事
務
官 

 

※
常
駐
人
権
相
談
所
開
設 

　
当
日
以
外
で
も
、
宮
崎
地
方
法
務
局
（

1
二
二
―
五
一
二
四
）
で
は
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

(

町
民
生
活
課) 

   

　
今
回
、
平
日
に
法
務
局
の
相
談
窓
口
等

を
利
用
で
き
な
い
お
客
様
の
利
便
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
全
国
一
斉
！
法
務

局
休
日
相
談
所
」
が
全
国
１
６
３
か
所
で
、

宮
崎
県
内
で
も
４
か
所
で
開
設
さ
れ
ま
す
。 

　
当
町
か
ら
一
番
近
い
相
談
会
場
は
、
宮

崎
市
に
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

開
設
日
　
平
成
24
年
２
月
12
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

（
最
終
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
） 

開
設
場
所
　 

　
宮
崎
市
中
央
公
民
館
３
階
　
大
研
修
室 

相
談
の
内
容 

ア
　
不
動
産
の
売
買
や
贈
与
・
相
続
の

登
記
、
隣
地
と
の
土
地
境
界
問
題 

イ
　
婚
姻
や
離
婚
、
養
子
縁
組
、
帰
化
・

国
籍
取
得
、
成
年
後
見
制
度 

ウ
　
家
賃
の
受
領
拒
否
や
給
与
の
差
押
え 

エ
　
家
族
や
近
隣
間
の
問
題
、
セ
ク
ハ

ラ
、
い
じ
め
、
体
罰
、
Ｄ
Ｖ
、
騒
音
な

ど
の
人
権
問
題 

オ
　
遺
言
・
任
意
後
見
契
約
等
の
公
正

証
書
の
作
成
、
定
款
の
認
証 

相
談
員 

宮
崎
地
方
法
務
局
職
員
、人
権
擁
護
委
員
、

公
証
人
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士 

そ
の
他 

①
予
約
等 

　
予
約
不
要
、相
談
料
無
料
、秘
密
厳
守 

②
問
合
せ
先 

　
宮
崎
地
方
法
務
局
総
務
課 

　
　
　
1
二
二
―
五
一
二
五 

     

 
　
高
年
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、

地
域
間
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
心
豊
か

に
生
き
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。 

開 

催 

日
　
５
月
20
日
（
日
）
〜
21
日
（
月
） 

開
催
場
所
　
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す 

参
加
資
格
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方 

（
昭
和
28
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
） 

申
込
期
間
　
２
月
１
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
） 

 

★
参
加
希
望
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先（
直
通
） 

　
　
綾
町
役
場
　
福
祉
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
一
四 

   

　
希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
は
、
次
の

事
項
を
確
認
さ
れ
、
申
込
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
●
● 

児
童
ク
ラ
ブ
と
は 

●
●
● 

　
昼
間
、
保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、

病
気
の
た
め
に
放
課
後
、
家
庭
で
面
倒

を
見
ら
れ
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
（
放

課
後
児
童
）
に
、
児
童
館
や
役
場
裏
公

園
で
健
全
な
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
健

や
か
な
発
達
を
促
す
た
め
に
、
町
が
平

成
７
年
か
ら
開
設
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

対
象
児
童 

　
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童 

開
設
期
間 

　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日 
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綾の照葉樹林 
プロジェクト 
の動き 

活
動
時
間
　
下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で 

夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
、
ま
た
は
学
校

行
事
振
替
等
の
休
校
日
は
午
前
８
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で 

申
込
方
法 

役
場
ま
た
は
児
童
館
に
あ
り
ま
す
「
入

会
申
込
書
」、「
勤
務
（
自
営
）
証
明
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
児
童
館

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
限 

　
２
月
13
日
（
月
）
〜
３
月
10
日
（
土
） 

そ
の
他 

※
傷
害
保
険
料
、
教
材
費
（
実
費
）
及
び

お
や
つ
代
は
、
保
護
者
に
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

※
学
校
休
業
日
な
ど
は
、
お
弁
当
が
必

要
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

　
　
児
　
童
　
館
　
七
七
―
一
二
七
九 

      

　
無
病
息
災
と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
火

祭
り
「
う
ね
び
焚
き
」
が
古
屋
地
区
で
行

わ
れ
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

と
　
き
　
２
月
５
日
（
日
）　
午
後
５
時
〜 

　
　
　
　
点
火
　
午
後
６
時 

と
こ
ろ
　
古
屋
運
動
公
園 

（
社
会
教
育
課
） 

  

　
綾
町
の
初
春
を
飾
る
「
綾
雛
山
ま
つ
り
」

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
町
内
に
約
20
ヶ
所
の
雛
山
が
製

作
さ
れ
、
昨
年
好
評
で
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
揃
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
２
月
25
日（
土
）〜
３
月
４
日（
日
） 

と
こ
ろ
　
中
央
通
商
店
街
ほ
か 

催
し
物
　
能
楽
　
大
正
琴
の
演
奏
　
他 

　
　
　
　
※
催
し
物
は
土
、
日
の
み
開
催 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
綾
町
商
工
会
　
七
七
―
〇
〇
一
七 
    

　
綾
町
公
民
館
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

と
　
き
　
２
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
〜 

と
こ
ろ
　
文
化
ホ
ー
ル 

主
な
内
容 

　
表
彰
式
、
意
見
・
実
践
発
表
、
講
演 

　（
講
師
）　
吉 

田
　
博 

彦 

氏 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
教
育
支
援
協
会
代
表
理
事
） 

　（
演
題
） 

　『
３
．11
以
降
の
社
会
を
ど
う
す
る
の
か
』 

　
〜
綾
町
の
次
代
を
担
う
若
者
を
ど
う
育 

　
て
る
の
か
〜 

（
社
会
教
育
課
）  

 

 

　
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
３
月
１
日
（
木
）・
２
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜 

と
こ
ろ
　
て
る
は
ド
ー
ム 

参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

（
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

チ
ー
ム
編
成
　 

　
①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
６
人
制
）
の
部 

　
②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
４
人
制
）
の
部 

申
込
方
法
　 

参
加
料
（
１
チ
ー
ム
一
、
〇
〇
〇
円
）
を

添
え
、
て
る
は
ド
ー
ム
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

申
込
締
切
日
　
２
月
20
日
（
月
）
ま
で 

 

2
申
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　  

て
る
は
ド
ー
ム
　
七
七
―
一
一
一
五 

Information

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
植

林
せ
ず
に
間
伐
す
る
こ
と
で
、
照
葉
樹
林

の
復
元
を
行
っ
て
い
ま
す
。
木
を
切
る
こ

と
が
ど
う
し
て
森
の
保
護
・
復
元
に
つ
な

が
る
の
？
木
こ
り
体
験
と
そ
の
後
に
実

施
す
る
森
の
散
策
に
参
加
す
れ
ば
、
そ
ん

な
疑
問
も
解
決
し
ま
す
！ 

　
綾
の
森
の
中
で
は
い
っ
た
い
ど
ん
な

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
興
味
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

日
　
　
程
　
2
月
26
日(

日) 

集
合
場
所
　
川
中
自
然
公
園
駐
車
場 

集
合
時
間
　
午
前
９
時  

参 

加 

費
　
無
料 

定
　
　
員
　
30
名 

（
保
護
者
同
伴
で
、
小
学
校
５
年
生
以
上

か
ら
参
加
で
き
ま
す
。） 

　 お
申
し
込
み
の
詳
細
は
、
綾
の
照
葉
樹
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
て
る
は
の
森
の
会
ま
で 

　
電
　
話
（
〇
九
八
五
）
三
五
―
七
二
八
八 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
八
五
）
三
五
―
七
二
八
九 

第
　
回
　
照
葉
樹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業 

照
葉
樹
の
森
で
、木
こ
り
体
験
し
よ
う
！ 

１０ 
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

22 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

1 

2 

3 

6 

7 

8 

9 

10 

13 

14 

15 

16 

17 

20 

21 

22 

23 

24 

27 

28 

29

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

昭　和 

割　付 

久木野 ・々尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野・倉　輪 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

　
交
通
災
害
共
済
は
、
町
村
で
組
織

し
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
取
扱
を

し
て
い
る
制
度
で
、
国
内
で
自
動
車
・

航
空
機
・
定
期
旅
客
船
・
バ
ス
・
自
転

車
な
ど
で
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た

方
に
対
し
、
死
亡
見
舞
金
や
障
害
見

舞
金
、
通
院
日
数
に
応
じ
た
見
舞
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。 

　
申
込
書
は
、
班
加
入
者
に
つ
い
て

は
班
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掛
金

を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
役
場
窓
口
で

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
郵
便
局
で
も
申
込
み
で
き

ま
す
。 

 

●
共
済
期
間 

　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜 

　
　
　
平
成
25
年
３
月
31
日 

 

●
共
済
掛
金 

　
１
人
当
た
り
年
額
５
０
０
円 

●
申
込
期
間 

　
３
月
30
日
（
金
）
ま
で 

 

（
町
民
生
活
課
）  

交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

12
月
8
日
〜
1
月
9
日
受
付
分 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　
　
物
品
　
　（
地
区
名
） 

        

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

      

◆
綾
町
育
英
会
◆ 

12
月
9
日
〜
1
月
6
日
受
付
分 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

◆
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
の
お
礼
◆   

　
12
月
１
日
よ
り
行
い
ま
し
た
「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」
で
は
、
町
民
の

皆
様
や
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
、
高

年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
地
域
婦
人
連
絡

協
議
会
、
赤
十
字
奉
仕
団
、
民
生
・
児
童

委
員
の
皆
様
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
町
内
の
福

祉
施
設
・
ね
た
き
り
や
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
慰
問
活
動
の
ほ
か
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
へ
お
せ
ち
料
理

の
お
届
け
な
ど
様
々
な
福
祉
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
町
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
気
持

ち
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

宮
崎
県
共
同
募
金
会
　 

綾
町
共
同
募
金
委
員
会 

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

七
七
―
三
〇
六
六  

善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

外

山

国

夫

 

吐

師

　

保

 

綾
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

松

元

　

年

 

松

本

義

忠

 

中

原

　

紘

 

田

淵

民

男

 

    

松
　
本
　
チ
エ
子 

松

尾

　

勉

 

福
　
重
　
い
く
子 

日

道

夫

 

串

間

道

雄

 
     

福
　
重
　
い
く
子 

／ ／  ／ ／ ／ ／ ／     ／ ／ ／／／ 
 

    ／ 

野
　
菜 

野
　
菜 

 

タ
オ
ル
・
竹
ほ
う
き 

日
用
品 

金
一
封 

金
一
封 

野
　
菜 

    

　
豊
　 

ヨ
シ
ヱ 

田
中
幸
栄 

ツ
　
ヤ 

貞
　
美 

   

　

　

 

 

田
中
幸
栄 

 

（
立
　
町
） 

（
宮
　
原
） 

（
綾
　
町
） 

 （
南
　
麓
） 

（
宮
　
原
） 

（
北
　
麓
） 

（
尾
　
立
） 

    （
昭
　
和
） 

（
宮
　
原
） 

（
割
　
付
） 

（
揚
　
町
） 

（
上
　
畑
） 

     （
割
　
付
） 
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遺
伝
子
が
長
生
き
な
の
よ
い
や
ね
ぇ
と 

言
い
つ
つ
友
は
青
竹
を
踏
む 

青
い
海
間
近
に
見
ゆ
る
窓
を
開
け
朝
の 

蝉
聴
く
恋
の
は
じ
ま
り 

第
一
回  

青
の
国   

　 

若
山
牧
水
短
歌
大
会 

題
詠
「
青
」 

優
良
賞 

自
由
題
　
　
佳
作 

少
年
ら
葉
陰
に
遊
ぶ
渓
流
の
岩
に
ジ
ー 

ン
ズ
乾
き
つ
つ
あ
り 

自
由
題
　
　
佳
作 池

田 

壽
美
子
さ
ん
（
宮
原
地
区
） 

柿
内
　
芳
子
さ
ん
（
麓
地
区
） 

鈴
木 
み
ち
子
さ
ん
（
昭
和
地
区
） 

ビ
ル
街
の
さ
び
れ
し
家
に
石
蕗
の
花 

赤
あ
か
と
寒
月
浮
か
ぶ
橋
の
上 

町
生
涯
学
習
教
室
「
俳
句
」
受
講
生
の
作
品 

二
村 
展
彦
さ
ん
（
揚
町
地
区
） 

井
手 

久
子
さ
ん
（
尾
立
地
区
）　 

落
葉
し
て
枝
に
残
り
し
柿
二
つ 

中
村 

敦
子
さ
ん
（
揚
町
地
区
）　 

　
高
層
ビ
ル
街
の
一
角
に
古
い
民

家
が
一
軒
。
行
き
ず
り
の
珍
し
い
景

だ
が
そ
の
家
に
咲
く
一
叢
の
石
蕗

の
花
。
鮮
烈
な
花
の
黄
が
印
象
的
。

忘
れ
ら
れ
な
い
情
景
。 

 

　
昇
っ
て
間
も
な
い
満
月
は
赤
味

を
帯
び
て
い
る
。
橋
に
さ
し
か
か
っ

た
と
き
、
赤
あ
か
と
大
き
な
満
月
に

気
付
い
た
。
思
い
が
け
な
い
光
景
に

寒
さ
を
忘
れ
、
し
ば
し
見
と
れ
て
い

る
。 

 
　
次
の
年
の
実
り
を
祈
る
幸
魂
信

仰
に
よ
る
木
守
柿
で
あ
ろ
う
。
晩
秋

初
冬
の
穏
や
か
な
好
日
。
落
葉
と
柿

は
季
重
な
り
。 

【
解
　
説
】 

 

　
い
や
ね
ぇ 

と
あ
ま
り
長
生
き
し
過

ぎ
る
の
を
厭
い
つ
つ
も
青
竹
を
踏
ん

で
い
る
友
の
矛
盾
を
淡
々
と
歌
い
、
か

え
っ
て
可
笑
し
み
が
出
て
い
る
一
首
。

さ
て
、
作
者
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
与
え
ら
れ
た
寿
命
を
大
切
に
生

き
て
ゆ
き
た
い
。 

 

　
な
ん
と
初
々
し
い
恋
の
予
感
・
・
・

若
い
人
は
現
在
の
自
分
に
重
ね
、
ま
た

若
く
は
な
い
人
は
か
っ
て
の 

あ
の
時 

に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
作
者

に
と
っ
て
も
こ
れ
が
現
在
か
過
去
の

こ
と
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
短
歌
に

よ
っ
て 

あ
の
時 

を
現
在
形
で
蘇
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

　
真
夏
の
一
シ
ー
ン
。
焦
点
を
岩
の
上

の
ジ
ー
ン
ズ
に
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て

か
え
っ
て
読
者
の
想
像
を
促
し
て
い
る
。

周
り
の
い
ろ
い
ろ
な
事
が
具
体
性
を

帯
び
て
見
え
て
来
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
知
っ
て
い
る
渓
流
を
心
に
描
き
、

そ
こ
に
遊
ん
で
い
る
昔
の
自
分
を
見

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

【 

解  

説 

】　
　
　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
教
室
」　 

講
師
　
本 

村
　
蠻 

生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
の
受
講
生
三
名

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

小
学
生
が
冬
休
み
に
書
い
た
「
書
道
」
の
作
品
で
す
。 

６年　坂田 佳奈美 さん 

６年　福元  梨乃 さん 

い
と 
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鎮
安
郡
と
の
友
好
交
流
協
定
締
結
に
よ
り
こ

れ
か
ら
い
っ
そ
う
綾
町
と
鎮
安
郡
は
互
い
の
ま

ち
を
理
解
し
交
流
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
号
よ
り
鎮
安
郡
の
観
光
名
所
や
取

組
み
等
の
紹
介
を
連
載
し
て
い
き
ま
す
。 

　
今
回
は
鎮
安
郡
の 

代
表
的
な
観
光
名
所
の
馬

耳
山
（
マ
イ
サ
ン
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
　  

マ
イ
サ
ン 

◆ 

馬
耳
山 

◆ 

〜
１
億
年
前
の
神
秘
が
そ
の
ま
ま
残
る
山
〜 

 

　
こ
の
山
は
馬
の
耳
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
馬
耳
山
（
マ
イ
サ
ン
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
世
界
唯
一
の
夫
婦
峰
で
あ
る

馬
耳
山
は
、
鎮
安
邑
か
ら
南
西
へ
約
３

㎞
の
地
点
、
鎮
安
高
原
の
中
心
に
位
置
し
、

山
全
体
が
水
成
岩
か
ら
な
る
６
７
３
ｍ

の
雌
馬
耳
峰
と
６
６
７
ｍ
の
雄
馬
耳
峰

が
あ
り
、
錦
江
と
蟾
津
江
の
分
水
嶺
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
馬
耳
山
は
季
節
に
よ
っ
て
呼

び
名
が
違
い
ま
す
。
春
に
は
霧
の
中
に

に
ょ
き
っ
と
出
た
二
つ
の
峰
が
船
の
帆

の
よ
う
だ
と
言
っ
て
帆
柱
峰
、
夏
に
は

樹
木
の
間
か
ら
見
え
る
峰
が
竜
の
角
の

よ
う
だ
と
言
っ
て
竜
閣
峰
（
竜
角
峰
）、

秋
に
は
紅
葉
し
た
姿
が
ま
る
で
馬
の
耳

の
よ
う
だ
と
言
っ
て
馬
耳
峰
、
冬
に
は

雪
が
積
も
ら
な
く
て
墨
汁
を
付
け
た
筆

先
の
よ
う
に
見
え
る
と
し
て
文
筆
峰
と

呼
び
ま
す
。 

　
馬
耳
山
は
、
景
観
が
美
し
く
珍
し
く
て
、

幾
多
の
風
化
穴
が
発
達
し
て
い
る
と
し

て
学
術
的
価
値
が
大
き
く
、
１
９
７
９

年
10
月
道
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
１
９

８
３
年
８
月
24
日
に
忠
北
記
念
物
第
66

号
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
２
０
０
３
年
10

月
31
日
に
名
勝
第
12
号
に
変
更
さ
れ
、

観
光
客
も
数
多
く
訪
れ
る
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

　
韓
国
鎮
安
郡
よ
り
９
月
か
ら
３
カ
月
間

派
遣
さ
れ
、
綾
町
の
有
機
農
業
開
発
セ
ン

タ
ー
で
研
修
を
さ
れ
て
い
た
、
ト
ン
チ
ャ

ン
オ
ク
さ
ん
が
、
研
修
期
間
を
終
了
し
帰

国
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
町
民
の
み
な
さ

ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

＊
な
お
、
ト
ン
さ
ん
は
「
宮
崎
県
綾
町
親
善
大
使
」

と
し
て
任
命
さ
れ
、
今
後
鎮
安
郡
で
綾
町
に

つ
い
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

鎮 
安 

郡 
チ
ン
　
　  

ア
ン
　
　 

グ
ン 

vol.1

ト
ン 

チ
ャ
ン
オ
ク
さ
ん
か
ら
、 

　
　
　
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

　
私
が
韓
国
か
ら
来
る
と
き
、
綾
に
行

っ
て
ど
う
や
っ
て
生
活
す
る
か
心
配
し

ま
し
た
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
住
民
の

方
々
の
た
く
さ
ん
の
愛
を
い
た
だ
き
、

苦
も
な
く
３
カ
月
間
の
生
活
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
が
与
え
て
下
さ
っ
た
温
か
い

愛
を
胸
に
刻
み
帰
り
ま
す
。
未
熟
な
私

を
親
善
大
使
に
任
命
し
て
下
さ
っ
た
事

は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
綾
で
感

じ
て
習
っ
た
事
を
韓
国
に
帰
っ
て
役
立

て
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

　
ま
た
日
本
の
綾
の
90
日
と
い
う
本
を

発
売
し
て
綾
を
広
く
知
ら
せ
た
い
で
す
。

だ
か
ら
綾
の
住
民
た
ち
も
韓
国
を
愛
し

て
下
さ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
綾
と
鎮

安
郡
は
友
好
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
の

で
、
良
い
関
係
を
持
続
し
お
互
い
の
発

展
を
望
み
ま
す
。 

　
こ
の
間
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
前
田

町
長
様
と
大
隈
議
長
様
と
住
民
を
は
じ

め
皆
様
に
も
う
一
度
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
幸
せ
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　 

ト
ン  

チ
ャ
ン
オ
ク  

親善大使に任命されるトン チャンオクさん 
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元大相撲行司「木村庄之助（35代）」さん 
表 敬 訪 問 

 
　1月11日、大相撲行司として活躍さ
れていた「木村庄之助」さん（延岡市
出身、本名：内田順一）が、綾町役場を
表敬訪問されました。 
　木村さんは1962年に立浪部屋に
入門。行司として初土俵を踏み、その後、
幕内取組の場内アナウンスを担当、
2007年5月場所から立行司に昇格し、
第37代式守伊之助を襲名しました。そ
の後、2008年5月場所より「35代 木
村庄之助」を襲名、横綱土俵入などを
務め昨年９月場所千秋楽を最後に引
退されました。 

受賞おめでとうございます 
 
　第45回さんさんクラブ宮崎作品展
において、次の方々が表彰を受賞しま
した。おめでとうございます。 
 
特別賞　宮崎ケーブル社長賞 
工芸の部　奥　次男氏（行楽弁当セット） 
努力賞　 
工芸の部　朝部タミ子氏（人形） 
手芸の部　神田　久子氏（セーター・ポシェット） 
奨励賞 
手芸の部　神下高年者クラブグループ

（編物円座 11枚） 

高年者クラブより竹箒等の贈呈 
 
　今年も高年者クラブより、雑巾570枚、
竹箒105本が綾町に寄贈され、役場、
学校、町公民館等の町の施設に配布
されました。大切に利用させていただ
きます。ありがとうございました。 

AYAてるはカップ 
中学生柔道冬季錬成会 

 
　12月27日～29日にかけて「第3回
AYAてるはカップ中学生柔道冬季錬
成会」が開催されました。本練成会は、
中学生柔道の普及、発展・競技力向上
を目的として開催され、県内外・海外
のチームとの親善試合・柔道教室を通
じチーム・選手同士の交流にもつなが
っています。今回は、「南アフリカチーム」
の他23チーム、約250人が参加して
行われました。 

歌手「Yukimi」さん表敬訪問 
 

　尾立地区出身の歌手「Yukimi」さん
（尾立地区出身、本名：山田幸美）が、
綾町役場を表敬訪問されました。
Yukimiさんは、昨年４月に「あなたに
逢えて」で歌手デビューを果たし、数々
の舞台で歌を披露されています。今後
の活躍を期待します。 

新「照葉大吊橋」来場者5万人達成 
 
　昨年10月にリニューアルオープン
した「新照葉大吊橋」を訪れた観光客が、
12月24日、5万人に達しました。 
　5万人目の来場者となったのは、高
知県から旅行で訪れていた水野末美
さん（69）と娘２人、孫３人のご家族で
前田町長から、綾の有機野菜やクリス
マスケーキがプレゼントされました。
　開通直後の10月10日には、一日で
最多の約2,800人が訪れるなど、予想
以上のハイペースで5万人を達成し、
今後もさらに来場者が増えることが期
待されます。 

団　体　名 日　　程 練　習　場　所 

※ キャンプ日程は変更になることがあります。なお、練習試合については未定。 

(産業観光課)
次のとおりサッカー、実業団野球のキャンプが行われます。 
お気軽にご観戦ください。 

川崎フロンターレ 

ヴァンフォーレ甲府 

カターレ富山 

ガンバ大阪 

東京ガス硬式野球部 

1 /29 ～ 2 / 9  

2 / 6  ～ 2 /17 

2 / 6  ～ 2 /13 

2 /11 ～ 2 /21 

2 /16 ～ 2 /26 

錦原サッカー場 

小田爪陸上競技場 

てるは広場 

錦原サッカー場 

錦原野球場 
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日付/曜日 てる はドーム  錦原サッカー場 てる は 広 場  錦 原 野 球 場  

「土屋 毅明選手」表敬訪問 
 
　12月28日、ロンドン五輪、総合馬
術団体の代表に内定している、土屋 
毅明選手が、綾町役場を表敬訪問しま
した。土屋選手は、宮崎市で生まれ、中
学3年生から4年間、綾町で練習され
たこともあります。現在、英国在住で、数々
の大会で活躍されています。オリンピ
ックでの活躍も期待いたします。 

2011 ナショナルトレセン 
Ｕ－12九州に選出 

 
　綾小学校6年生の井澤 春輝くん（西
中坪地区）が、（財）日本サッカー協会主
催の「2011ナショナルトレセンU-12
九州」選抜選手21名の一人として選
ばれました。九州を代表するサッカー
の選手として、今後、専門の施設で指
導を受け、次は西日本代表を目指すこ
とになります。今後の活躍を期待します。 

公平委員会委員が選任されました 
 
　公平委員会委員に川越　聖さん（西
中坪）が再任されましたのでお知らせ
いたします。（任期は、平成27年12月
26日までです。） 
 
 

「110番の日」照葉大吊橋からＰＲ 
 
　1月10日「110番の日」、照葉大吊
橋で、PRの催しが行われました。吊橋
手前の広場では、町内保育所の子ども
たちが、PRの為待機していたパトカー
に乗車したり、警察犬と触れ合うなどし
た後、吊橋の中央まで行き、上空を旋
回する宮崎県警のヘリに手を振り応え
ました。また、吊橋中央からは110番の
日をＰＲする為の幕も下げられました。 

選挙管理委員会委員が選任 
 
　選挙管理委員会委員として御尽力
いただいた日 行春さん、高岩秀子さ
んの後任に籾田孝一さん（古屋）、濱
田美智子さん（宮原）が選任されました。 
　また、同委員に 橋貞子さん（南麓）、
日 通夫さん（揚町）が再任されまし
たのでお知らせいたします。（任期は、
平成27年12月20日までです。）  
※なお、委員長に日 通夫さん、委員
長職務代理者に 橋貞子さんが選
任されました。 

（選挙管理委員会） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

4 

5 

11 

12 

18 

19 

25 

26

第32回全九州中学春季選手権大会宮崎県予選（バスケット） 

綾・さわやか杯ソフトバレーボール大会 

ＭＢＡＪＰ5定期リーグ戦 （バドミントン） 
 

自動車整備組合ミニバレーボール大会 

雲海酒造杯東諸県郡近郊一般男女、ママさんバレーボール大会 

県中学選抜チーム強化合宿（ソフトテニス） 

川崎フロンターレ 
キャンプ 

 

ガンバ大阪  キャンプ 

 

芝生養生 

 

カターレ富山  キャンプ 

 

 

関東一高野球部  合宿 

 

 

 
東京ガス硬式野球部 

キャンプ 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 



日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

2月 くらしのカレンダー 
275-2115 

277-2512 

282-0033 

275-2104 

275-3300

海老原病院………… 

たまきクリニック… 

小室医院…………… 

山下医院…………… 

八代医院…………… 

5日 

11日 

12日 

19日 

26日 

の日曜在宅医 2月 

■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

社会福祉協議会役員会 
わくわく広場 
廃ビニール回収日 

 

 

綾保育園発表会（2回目） 

うねび焚き 
小学校綾っ子発表会 
在宅医　海老原病院（275-2115） 

高年者クラブ会長会 
自治公民館長会 
ヴァンフォーレ甲府キャンプイン（～17日） 
カターレ富山キャンプイン（～13日） 
小学校振替休日 
社会福祉協議会評議員会 

 

第59回県婦人大会・創立60周年記念大会 

親子教室「コアラ」 

定例教育委員会 

建国記念の日 
建国祭 
ガンバ大阪キャンプイン（～21日） 
在宅医　たまきクリニック（277-2512） 

綾町公民館・社会福祉・青少年健全育成町民大会 
在宅医　小室医院（282-0033） 

 

 

ゆったり子育て教室 
廃ポリ回収日 

子牛品評会 
所得税・住民税申告受付（広沢・倉輪・釜牟田） 
東京ガス硬式野球部キャンプイン（～26日） 

所得税・住民税申告受付（竹野） 
綾小学校新入学児入学説明会 

 

在宅医　山下医院（275-2104） 

所得税・住民税申告受付（久木野々） 
所得税・住民税申告受付（二反野） 

所得税・住民税申告受付（杢道） 
所得税・住民税申告受付（上畑） 

所得税・住民税申告受付（中堂） 
所得税・住民税申告受付（宮谷） 
誕生会 

所得税・住民税申告受付（昭和・割付） 
所得税・住民税申告受付（尾立） 

子牛セリ市（～25日） 
綾せっかくウォーク 
人権相談・行政相談 
所得税・住民税申告受付（四枝） 
所得税・住民税申告受付（古屋） 

第12回綾ひな山まつり（～3月4日） 

在宅医　八代医院（275-3300） 

定例農業委員会 
所得税・住民税申告受付（宮原） 

所得税・住民税申告受付（北麓） 
所得税・住民税申告受付（麓） 

所得税・住民税申告受付（麓） 

13：30～ 
 9 ：30～11：30 
13：30～ 

 

 

 9 ：00～ 

17：00～ 
 9 ：10～ 
 

13：30～ 
13：30～ 
 
 
 
13：30～ 

 

 9 :30～15:00 

10：00～11：30 

13：30～ 

 
 8 :30 
 
 

 9 ：00～ 
 

 

 

 9 ：30～11：30 
13：30～ 

 8 ：00～ 
 9 ：30～10：30 
 

 9 ：30～10：30 
14：30～15：50 

 

 

 9 ：30～10：30 
13：30～16：00 

 9 ：30～11：00 
13：30～16：00 

 9 ：00～11：00 
13：30～16：00 
10：00～11：30 

 9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 9 ：15～ 
11：00～ 
10：00～15：00 
 9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

10：00～ 

 

13：30～ 

 9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

役場会議室 
子育て支援センター 
JA選果場 

 

 

綾保育園 

古屋運動公園 
文化ホール 
 

高年者研修センター 
町公民館 
小田爪陸上競技場 
てるは広場 
 
町公民館 

 

宮崎観光ホテル 

子育て支援センター 

町公民館 

 
綾神社 
錦原サッカー場 
 

文化ホール 
 

 

 

子育て支援センター 
JA選果場 

国富畜産センター 
倉輪公民館 
錦原野球場 

竹野公民館 
綾小学校 

 

 

久木野々公民館 
二反野公民館 

杢道公民館 
上畑公民館 

役場会議室 
宮谷公民館 
子育て支援センター 

役場会議室 
尾立公民館 

中央家畜市場 
町内 
町公民館 
役場会議室 
尾原公民館 

南麓公民館 

 

開発センター 
役場会議室 

役場会議室 
役場会議室 

役場会議室 

 
1 
 

2 

3 

4 

 
5 
 

 
 

6  
 
 

7 

8 

9 

10 

 

11  
 

12  

13 

14 

15  

 
16 
 

17 
 
18 

19 

20 
 

21  

 
22 
 

23 
 
 
 
24 
 
 

25 

26 

27 
 

28  

29

 
水 
 

木 

金 

土 

 
日 
 

 
 

月  
 
 

火 

水 

木 

金 

 

土  
 

日  

月 

火 

水  

 
木 
 

金  

土 

日 

月 
 

火  

 
水 
 

木  

 
 
金 
 
 

土 

日 

月 
 

火 
 
水 献上鮎古文書  

　綾川の鮎は、昔から薩摩藩の御用

簗場が設置され、簗検者を派遣し、

とれた鮎をあぶり鮎として本藩など

に送ったとされる。その古文書が文

化財として指定されている。 

 

未来へ残そう！ 

警察犬とふれあう子どもたち 
　「110番の日」をＰＲするため、

照葉大吊橋に来ていた警察犬と子ど

もたちがふれあう様子。 

2月は、　　　　　　　 
固定資産税4期、  　 
国民健康保険税10期 
　　　　　　の納期です。 

納期限は2月29日（水）です。 

今月の一枚 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 


